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すでにご案内の通り、平成１６年１１月１９日

、当協会の事務所を飯田橋ビル２号館から飯田

－８－５多幸ビル九段２階に移転いたしました

飯田橋ビル２号館は「富士見２丁目北部市街地

発事業」が来年４月から着工のはこびとなり、

壊されることになったためです。 

平成２年６月からほぼ１４年５ヶ月の間、また

５７年７月に入居した飯田橋ビル本館（２号館

）の期間を含めると２２年４ヶ月の間、飯田橋

間近にいたことになります。 

ちなみに、国際観光設備協会が任意団体として

２８年１１月に創立された時の事務室は千代

丸ノ内旧国鉄本社ビル内運輸省観光部の片隅

借りで、その後昭和３２年１２月に社団法人と

たころは丸の内１丁目の観光会館内に事務所

けていました。 

昭和４２年７月から約３年間丸ノ内３丁目の

際ビルに入居しましたが、昭和４５年９月には

区銀座３丁目の建築会館（建築学会）の２階（そ

 シンポジウム 『自然との共生・

１０月８日に技術委員会主催のシンポジウムが

ルメトロポリタン エドモントにおいて開催され

た。来年３月に名古屋で開催される「愛・地球

先端技術と提案に学び、新しい観光交流空間を追

るために開かれたものです。 

 基調講演は、博覧会協会整備本部長の椋周二氏

自然の叡智をテーマとする「地球環境時代の万博

づくり」という題目で、自然環境へ配慮しなが

場者目標1,500万人にどう対処するか？について

セプトの具体化と、会場計画の策定について、苦

がパワーポイントを使い詳しく説明されました
12月
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光施設
常務理事 庄司 四郎
て、建築学会が田町の新会館 

になるのを機に飯田橋に移っ

の事務室は狭く、会長のテーブ

ットを置く場所も無く、会議室

してきたところです。新事務所

８坪で、かなり広く、会長のテ

スが確保でき、会議室も２０名

た。 

業活動はこのところ非常に活

分科会の研究成果が機関誌など

す。また、交流部会も全員参加

います。 

移転を機会に、新しい器には新

べく、協会全体のより幅の広い

皆様のご理解とご協力により充

されるところです。 

求めて』 報告 ★ 

ションでは、コーディネーターの

行により、照明デザイナーの石井

代とEXPO2005」について、造園家

・地球博」のコンセプトについて、

はその土地を使う「温泉のまちづ

いて、スピーチがあり、それにつ

した。 

加者は熱のこもった討論に熱心に

の情報交換会も大いに盛り上がり、

とができました。 

」黎明（’05.1）をご覧ください。
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★ 設備部会による施設見学会開催される ★      

11 月 8 日に｢京王プラザホテル｣見学会が建築部

会との共催、インテリア部会の協賛により 54 名の

参加者を得て開催されました。テーマは『如何に稼

働率を下げないで改修するか』で京王プラザホテル、

鹿島建設、高砂熱学工業の各担当者による講演と見

学が行なわれました。 

ポイントはノーメンテナンス、工事上の作業動線

の確保、無騒音工法、無粉塵工法、火を使用しない

工法等でした。厨房のHACCP対応による全ステンレ

ス溶接構造床、ﾎｯﾄｷｯﾁﾝのシステム天井の採用、２

管式で部屋毎に冷暖房を自由に出来る客室空調方

式、プラズマ空調による防臭対策など興味あるシス

テムが多数取り入れられ、生まれ変わりつつある素

晴らしい施設が見学できました。 

★セミナー「デザイナーがホテルを変える！ 」★ 

―売れるホテルとレストランづく り－ 

“儲かる商業空間づくりの鉄人”であるスーパーポ

テト代表杉本貴志さんと、“ホテルを徹底的に調べ

てデザインする達人”の日建スペースデザイン代表

浦一也さんを迎えて、11 月 30 日(火) ㈱イリア 

大会議室で約230名もの参加者を迎えてセミナーが

開催されました。コメンテーターのセミナーグルー

プリーダーの中川誠一さんの進行により、まずお二

人が関わってこられたホテルの客室、料飲施設の仕

事について、自分の取り組みと考え方が事例と共に

紹介されました。 

杉本さんは高名な商空間デザイナーで、儲かる飲

食の空間づくりを徹底してデザインされてきまし

た。今まではあまり公表されていない客室のデザイ

ンも発表されました。 

浦さんは、世界のホテルの客室を徹底調査し、そ

の洒脱な文章、スケッチ、実測平面図をまとめて出

版してしまう神業も披露されました。 

今、日本のホテルは海外デザイナー活躍の場とな

っているが、それらに対してのお二人のプロとして

の意見が、大変参考になったセミナーでした。  

◆ 協会事務所移転のお知らせ ◆ 

協会事務所が永年住みなれた富士見２丁目から

飯田橋２－８－５の多幸ビル九段２階に移転しま

した。目白通りの東側に位置し、飯田橋駅から６～

７分、九段下から７～８分です 

地図はホームページをご参照ください。 

なお、電話・FAX番号、E-mailアドレスの変更は

ありません。ぜひ、お立ちより下さい 

 

事務局 年末年始のお休み 
１２月２９日（水）～１月４日（火） 

 

◆ 忘年交歓会のお知らせ 緊急！ ◆ 
すでにお知らせいたしましたが、恒例の福引付の

忘年交歓会は白金台の八芳園(TEL03-3443-3111 代)

で１２月３日（金）１８時３０分から開かれます。

まだ申込されていない方は至急事務局にTELまたは

FAX下さい。 

◆ 賀詞交歓会 ＜ご案内＞ ◆ 

新しい年を寿ぎ、会員相互の交流を深めましょう。 

日時：平成１６年１月１４日（金） 

11時～12時30分 

場所：グランドヒル市ヶ谷 ２F「白樺西の間」 

TEL 03-3268-0111（代表） 

交通：JR・地下鉄「市ヶ谷駅」から３～５分 

会費：無料   ＊開催時間にご注意ください。 

会員のひろば 

  交流部会「ゴルフ会」 報告  

協会の「ゴルフ会」が１１月１２日（金）に前回と

同じ栃木県のヴェルデ佐野C.C．にて開催されました。 

当日の朝は、東京近辺土砂降りで覚悟をきめて臨ん

だのですが、奇跡的に強い雨は免れました。これもひ

とえに会員各位の心がけの賜物と感謝しております。  

おかげさまで前回に続き好スコア続出でありました。 

次回は５月２８日の土曜日に設定し、設計事務所の

会員の方々にも気軽に参加していただけるように致し

ましたので、ご協力のほど宜しくお願いします。 

★  秋のカメラ倶楽部撮影旅行 ★ 

11月 6日（土）秋晴れの日早朝7時半に新宿に集

合したメンバーは大木部会長夫妻を始め 12 名バス

ツアーで元気いっぱい昇仙峡に到着しました。 

山頂より渓流沿いに約３時間紅葉を愛で、川のせ

せらぎを聴きながら激写を続け、麓に下りました。 

勝沼「ばらの木」にて山梨ワインとおいしいロー

ストビーフで大満足でした。 

次回をまたお楽しみに！！ 

♥編集後記♥ 

早いものでもう師走、今年も終ろうとしています。 

今年は猛暑と度重なる大型台風の上陸、また大変大

きな中越地震まで起きてしまい、天災とはいえ被害に

遭われた方々には本当にお気の毒でなりません。 

被災地ばかりでなく周辺地域の観光産業にとっても

大変大きな影響が出ている由、一日も早い復興を願う

ばかりです。 
来年は、協会共々皆様方にとりまして最良の年で

ありますようにお祈りいたします。    Ｙ．Ｋ      


